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エビ類の筋肉エキス中の遊離ア ミノ酸, トリメチルア ミン ･

オキサイ ドおよびベタインについて *

藤 田 真 夫**･遠 藤 金 次**モ 清 水 亘 

前報1)において,エビ類はエキス窒素および同アミノ窒素,とくにモノアミノ区窒素およびモ

ノアミノ窒素に富み,主としてモノアミノ窒素がそれらの食味に関与するものであることを推定

*本報告は昭和34年 4月3日に日本水産学会年会で講演したO 
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生物の季節的な生活環境の変化や成育過程中のいろいろな生理的変化に応じて､その筋内申の

エキス成分 (とくに窒素化合物)も変化すると考えられる｡またその食味についても､美味な旬

には直接食味に関係のある窒素化合物が変化すると考えられる｡本報ではエビ類の筋肉中の重要

な成分であるアミノ酸やベタインおよびトリメチル7ミン .オキサイドの季節的変化を調べ､そ

の生理的変化や食味との間にいかなる関連かあるかを考察した｡ 

Ⅰ 試料および実験方法 

1. laeJ iaponcu和歌山産の活きたクルマエビ sBPenaenus

実験方法 :エキスの調製法 1'ならびにアミノ酸 2)とベタイン31ぉよぴトリメチルアミン･オ

試料 : 7
-
05 0gのもの 7尾を使

用した｡ 

2.

5

キサイド4)の定量法などすべて前報 5)のとおりである｡ 

ⅠⅠ 実験結果および考察

分析に供したクルマエビの漁獲月日､水分量､全窒素量､揮発性塩基窒素量およびエキス窒素

e 1に示した｡この結果から､エビ肉の水分量は7.lTba量は %mg08- %､仝窒素量は3500 前後､

5

エキス窒素量は8

思われた｡

筋肉エキス中のアミノ酸､トリメチルアミン･オキサイドおよびベタインを測定した結果は 

bl に示した｡この結果をみると､測定したア ミノ酸の窒素の総計はエキス窒素の6e2.

%mg-00 900 で､年間を通じてそれらの成分の含量にはあまり変化がないように

Ta 

77- %で､

0これにベタインおよびトリチメルアミン･オキサイドの窒素を加えるとエキス窒素の9%前後と

なった｡

%mgエキス中のアミノ酸のうちで圧倒的に多いグリシンの含量は､冬季には1400 (窒素として 

0mg3m0mg
5
2 %)前後であるか､5月頃から減少し､夏期には半減して700g% (窒素として1 %)

前後になっている｡ グリシンのつぎに多量に存在するアルギニン含量はグリシンとまったく反

0 %mg52

対の傾向を示し､冬季には8

月頃から増加し､夏季には1

0 %mg4 6(窒素として20mg%)前後であるが､グリシンの減少する 5

0mg%)に達し､またグリシンの増加する秋

頃より減少しはじめる｡

藤永 6'によれば､クルマエビは脱皮直後に産卵するもので､その時期は 5月中旬から9月下旬

にわたっている｡クルマエビの産卵期とその内エキス中のグリシン含量およびアルギニン含量が

著しく変化する時期とがまったく一致している｡このことはまさに産卵期におけるクルマエビの

体内の生理的変化をあらわすものと考えられる｡ 

tJ 

0(窒素として4
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また､クルマエビの食味は夏季よりも冬季に肉質がよく締っていて､美味である｡クルマエビ

の筋肉エキス中のアミノ酸のうちで､爽快な甘味をもっているグリシンの含量は他のアミノ酸よ

り圧倒的に多く､またその含量はその食味の低下している夏季に少なく､美味な冬季に多くなっ

ている｡また弱い苦味をもつアルギニンの含量はグリシンの含量と反 対に夏季に多く､冬季に少

ない｡したがって美味な味は主としてグリシンに負うところが大きく､アルギニンはむしろ好ま

しくない昧であると考えられる｡ 

70ロリン含量は秋季から冬季にかけて増大する傾向がみられるが､その他のアミノ酸は季節的

にはあまり一定した変化の傾向がみられない｡またベタイン含量も一定した変化の傾向がみられ

なかったが､トリメチルアミン･オキサイド含量は 4月から8月までの時期に多い傾向かみられ

た｡ 

ⅠⅠⅠ 要 約 

(1)ェビ類の筋肉の水分量､全室素量およびエキス窒素量の季節的変化はみられない｡ 

(2) ェどの産卵期 (主として夏季)にはグリシン含量がいちじるしく減少し､その反対にアルギ

ニン含量が増加した｡この変化はクルマエビの産卵期における生理的変化を示すものと考えら

れる｡ 

(3) ェどの食味の美味な冬季に､爽快な甘味をもつグリシンの含量が多く､その食味の低下する

夏季に､グリシン含量が減少し､その反対に弱い苦味をもつアルギニンの含量が増加していた｡

この事実からもグリシンかクルマエビの食味に関連の深いことがわかる｡ 

() プロリン含量は秋から冬にかけて増加する傾向がみられたがその他のアミノ酸は､季節的に4


あまり変化していなかった｡
 

(5)ベタイン含量はあまり変動していないが トリメチルアミン ･オキサイドの含量は夏季に増加

する傾向がみられた｡ 
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